
【提案】景観形成区域の指定および保全の考え方

２．指定候補地

鏡川中上流域に残された “文化的景観”。すなわち，自然と共生した暮らしに支えられた美しい農村景観

を対象とする。
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３．高知市としての取組方針

区域指定を行った地域において，景観の “保全と活用のサイクル” が回り続けるよう，庁内連携のもと，

地域の主体性（自助・共助）を尊重しながら，地域の特性・段階に応じて柔軟に公助を行う。
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１．趣旨

2017 鏡川清流保全基本計画に掲げた「100 年後も残したい鏡川と流域の姿」の実現に向け，流域らしさ

を支えている象徴的な農村景観が保たれた地域を指定し，保全を図るもの。また，より多くの人の関心

やマンパワーを集めながら誇りを持っていきいきと暮らせるよう，分野を跨いだ地域づくりの一つの “切

り口” として活用を図るもの。
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外部との交流

価値の再認識
○鏡川わくわくツアー

○集落の宝探し
　（坂口地区：集落のスケッチ）

○棚田オーナー

○石積み学校

○環境教育での利用
　（久礼野地区：里山散策・ホタル観察）

○農産物のブランド化

○加工品の開発・販売
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＝ 地域の主体性を尊重した公助 問題が起きたときに支援

（ex. 久礼野地区）

効果が期待できること

をピンポイントで支援

（ex. 坂口地区）

サイクルが回り続ける後押し

活用

保全

●一次産業の存続●一次産業の存続●一次産業の存続
（人が住み続けられる）

●関係人口の増大
（将来の担い手予備軍）

●見守る目の醸成●見守る目の醸成●見守る目の醸成
（無秩序な開発への歯止め）（無秩序な開発への歯止め）（無秩序な開発への歯止め）

六次産業化

暮らし（取組例）

生態系の豊かさ（暮らしの糧・土砂崩れなどの災害リスク低減）／風景の美しさ（誇りの源）
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【参考】景観形成区域の指定の流れ

環境政策課候補地の住民

“守り続けたい” “やってみたい”

しかしなかなかうまくいかない

候補地の課題・既往の取組は？

主体性や将来に向けた気運は？

地域の魅力を景観という

“切り口” で見つめ直すとともに

暮らしの場の将来像を考えてみる

景観を読み解くための情報提供

アドバイザーなどの人材派遣

話し合い考えた結果を明文化 協定文づくりを支援

景観という “切り口” も活かしつつ

地域づくりの取組を推進

地域の主体性を重んじながら

求めに応じて支援

指定に至るプロセスに住民が参加することで主体性を育む
（ボトムアップ／指定時にはサイクルが回り始めている）

候補地の選定

キーパーソン

との意見交換

勉強会

協定文づくり

協定締結

（区域指定）
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